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ミケーレ・デ・ルッキ展について

６月２６日（木）１０時３０分から囲み取材をお受けいたします。
取材を希望される方は、６月２０日（金）までに担当宛に電子メー
ルにて社名及び質問内容の概要をお送りください。

KJ00471412
2025年6月17日

本年１月に旭川市初となる特別デザイン大使を委嘱した世界的建築
家であるミケーレ・デ・ルッキ氏が来旭され、６月２５日（水）の
テープカットセレモニーを皮切りとし、８月３１日（日）まで「ミ
ラノと旭川のデザインの架け橋」をテーマに展覧会を開催する運び
となりました。
また、６月２６日（木）には、同氏と行動展示で有名な日本最北端
の旭川市旭山動物園の坂東統括園長とのトークセッションが、旭川
市長今津寛介がファシリテーターを担い、実施されます。

詳細は別紙をご覧ください。

令和7年6月25日　16時30分　～　令和7年8月31日



報道関係者各位

令和 7年６月１７日

旭 川 市 長 今 津 寛 介

（担当 経済部産業振興課）

あさひかわ創造都市推進協議会

会 長 渡 辺 直 行

旭川市特別デザイン大使委嘱後初となる「ミケーレ・デ・ルッキ展」の取材・報道について（依頼）

拝啓 深緑の候、貴社におかれましては、ますます御盛栄のこととお喜び申し上げます。

日頃より、本市のデザイン振興に格別の御高配を賜り、厚くお礼申し上げます。

さて、本年１月に旭川市初となる特別デザイン大使を委嘱した世界的建築家であるミケーレ・デ・ル

ッキ氏が来旭され、６月２５日（水）のテープカットセレモニーを皮切りとし、８月３１日（日）まで

「ミラノと旭川のデザインの架け橋」をテーマに展覧会を開催する運びとなりました。

７月６日（日）までは、国登録有形文化財である上川倉庫群内にある市民ギャラリーを会場に、その

後、７月８日（水）からは内藤廣氏が設計し、北彩都地区を眺めることができる旭川駅を会場に、4月

にイタリアミラノで開催された、ミラノデザインウィーク期間中に、ミラノ大学で展示されたAMDL

CIRCLEミケーレ・デ・ルッキ氏がデザインされたインスタレーション CATASTA を旭川用にデザイ

ンをしました、高さ 3メートルのCATASTAとミケーレ・デ・ルッキ氏の最近の作品パネルを展示致し

ます。入場無料で同氏の思想や創作活動に触れることができるまたとない機会となります。

また、６月２６日（木）には、同氏と行動展示で有名な日本最北端の旭川市旭山動物園の坂東統括園

長とのトークセッションが、旭川市長今津寛介がファシリテーターを担い、実施されます。

ユネスコ創造都市ネットワークのデザイン分野に加盟している国内３都市の１都市として、これから

の旭川市の未来を形づくる礎となり得る取組です。

概要は別紙のとおりとなりますので、ぜひ取材いただきますようご依頼申し上げます。

敬具

１ ミケーレ・デ・ルッキ展 ～ミラノと旭川のデザインの架け橋～

⑴ テープカットセレモニー

日時 2025 年 6 月 25日（水）16時 30 分

場所 旭川市民ギャラリー（旭川市宮下通 11 丁目）

登壇者（予定） ミケーレ・デ・ルッキ 様

株式会社ユニオン 代表取締役 立野 純三 様

（代理 東京支店営業第 2課課長 松村 拓也 様）

株式会社ツナシマ商事 代表取締役 綱島 岳人 様

株式会社ニューエスト 代表取締役 新西 貴代美 様

株式会社カンディハウス 代表取締役社長 染谷 哲義 様

昭和木材株式会社 代表取締役社長 高橋 範行 様



あさひかわ創造都市推進協議会 会長 渡辺 直行

旭川市副市長 菅野 直行

⑵ 展示

前半 時期 2025 年 6 月 26日（木）から 7月 6日（日）

場所 旭川市民ギャラリー

後半 時期 2025 年 7 月 8日（火）から 8月 31日（日）

場所 旭川駅構内

展示内容 画像パネル・インスタレーション

⑶ 主催 旭川市・あさひかわ創造都市推進協議会

⑷ 企画・プロデュース NOBU ARCHIDESIGN（株）代表取締役 成ヶ澤伸幸

⑸ 監修 AMDL CIRCLE

⑹ 寄附・協力 ㈱ユニオン、㈱ツナシマ商事、㈱ニューエスト、㈱カンディハウス、昭和木材㈱

⑺ 後援 駐日イタリア大使館、イタリア文化会館

⑻ 注意事項

ア 入場は無料ですが、駐車場は近隣の有料駐車場をご利用ください。

イ 6月 26 日（木）10 時 30 分から囲み取材をお受けいたします。取材を希望される方は、6月

20日（金）までに担当宛に電子メールにて社名及び質問内容の概要をお送りください。

２ ミケーレ・デ・ルッキ氏と坂東統括園長のトークセッション

⑴ 日時 2025 年 6 月 26日（木）14：30～16：00

⑵ 場所 旭川市大雪クリスタルホール 大会議室（旭川市神楽 3条 7丁目）

⑶ テーマ 「デザインといきものの未来」

⑷ 登壇者 旭川市特別デザイン大使ミケーレ・デ・ルッキ氏、坂東元 旭山動物園統括園長

⑸ ファシリテーター 今津寛介 旭川市長

⑹ 通訳 山田美知代氏

⑺ 主催 旭川市、あさひかわ創造都市推進協議会

⑻ 協賛 NPO法人旭山動物園くらぶ

⑼ 監修 AMDL CIRCLE

⑽ 後援 イタリア大使館、イタリア文化会館

⑾ 総合企画 NOBU ARCHIDESIGN（株）代表取締役 成ヶ澤伸幸

３ ミケーレ・デ・ルッキ氏略歴及びフライヤーデータ 別紙のとおり

（担当）旭川市経済部産業振興課 担当／後藤、佐藤

電話：0166-65-7047 FAX：0166-65-7048

Email：sangyousinkou@city.asahikawa.lg.jp



ミケーレ・デ・ルッキ Michele De Lucchi
建築家、デザイナー、アーティスト。AMDL CIRCLE 主宰。

1951 年イタリア北部フェラーラ生まれ。イタリアの
デザイン界を代表する巨匠建築家。
デザイン・スタジオ「アルキミア」に参加し、その後一
大デザインムーブメントを巻き起こした「メンフィス」
のメインメンバーとして活動。建築家として、住宅、オ
フィスから工業用建造物、文化施設に至るまで、世界各
国の重要な建築プロジェクトに携わる。またこれまで
に、エルメスを始めとするヨーロッパのラグジュアリ
ー・ブランドや有名企業の依頼を受け、家具や照明など
多くのプロダクトやインテリアのコレクションをデザイン設計し、革新的なデ
ザインを発表し続けている。
代表的な作品として、ドイツ銀行ビル、ドイツ鉄道、ENEL（エネルギー会
社）、イタリア郵便局、ヘラ（エネルギー会社）、インテーザ・サンパオロ銀
行、ウニクレディト銀行といったイタリア国内外の民間と政府機関のために、
職業環境とコーポレート・アイデンティティを設計デザイン。その他、ミラノ
のトリエンナーレ美術館やローマのエスポジツィオーニ宮殿、ベルリンのノイ
エス・ミュージアム、ミラノのガレリア・ディタリアなど美術館や展示システ
ムをデザイン。現在、日本（六甲山サイレンスリゾート）、中国（北京）、ジ
ョージア（トビリシ）、イタリアといった世界各地のラグジュアリー・リゾー
トの建築、設計デザインに携わり、世界を舞台に大きなプロジェクトに取り組
んでいる。2000 年にはこれまでの功績を認められ、当時のカルロ・アツェッリ
ョ・チャンピ大統領から、イタリア共和国ウフィチェーレ勲章を授与された。
2001 年ヴェネツィア IAUV 大学教授に任命され、2006 年にはキングストン大
学の名誉学位を授与された。2008 年よりミラノ工科大学とローマの国立アカデ
ミア・ディ・サン・ルカの教授に就任し、教鞭をとる。
2018 年にはイタリアの建築専門誌「ドムス」編集長を務めた。
ミケーレ・デ・ルッキは、革新的な建築家たちをサークルにつなぐ Amdl Circle
のファウンダーであり、リサーチを重ねた後 2018 年には、新たな移住空間の
コンセプト「アース・ステーションズ」を発表した。
2022 年、コンパッソ・ドーロ・キャリア賞受賞。2024 年、アカデミア・デッ
レ・アルティ・デル・ディゼーニョ（フィレンツェ）、アカデミア会員、フラ
ンス共和国文化通信省より、芸術文化勲章・オフィシエを受章。
2024 年 4 月には、ミケーレ事務所において、藤本壮介氏とコラボしたインス

タレーション展示と「旭川ナイト」の開催やミラノ市長と旭川市長の対談のセ
ッティング、ＡＤＷ2024 及びデザイン都市旭川会議で，藤本壮介氏との公開ト
ークセッション、旭川駅中にインスタレーションを設置している。






